
ナショナルトレーニングセンターイースト調査まとめ（概要）
⽂部科学省・ＪＳＣ調査チーム

（座⻑：清家剛・東京⼤学⼤学院教授）■壁崩落事故の概要

１．事故原因の究明と是正⼯事

２．施設全体の調査及び是正⼯事

①現場確認調査 ②施工記録調査 ③内部の目視調査

・施設全体の施⼯状況について第三者を含めた網羅的な調査を実施
・特にアスリートが利⽤する競技エリア等については内部調査を必須とした

・落下・転倒等に繋がる重⼤な施⼯上の不備は確認されず
・天井下地材の配置等、仕様書等とは異なる⽅法で施⼯された箇所が確認された
ため、部材を補強する等の軽微な是正⼯事を実施

●事故の原因 ●是正工事の実施

＜原因＞
・荷重を⽀える部位に使⽤すべきではないプラレ
ンガを接着剤等により固定し壁を⽀えていた

・⻑期の荷重負荷、温度変化及び振動等により接
着剤が剥離、またはプラレンガからビスが脱落
して壁が崩落

＜施⼯管理上の問題点＞
・建物の⼯期末が迫る中で施⼯⽅法について本来
⾏われるべき適切な確認が⾏われなかった

崩落壁の断面（イメージ）

2024年11⽉14⽇13時過ぎ、ナショナルトレーニングセンター
イースト（ 2019年6⽉完成）のエントランスロビー吹き抜け部
４階の下がり壁が崩落（負傷者なし）

崩落した壁部材 崩落した４階下がり壁

是正後の断面（イメージ）

・壁下地を構造部材等に溶接またはビ
スで固定

・崩落した下がり壁と同様の⽅法で施
⼯された他の下がり壁についても同
様に是正⼯事を実施

是正後の固定箇所

・是正⼯事によって施設の安全性を確保
・こうした事故が⼆度と起こらないよう、事故原因の情報共有、施⼯管
理体制の充実、⼯程管理の徹底が必要

３．調査のまとめ

プラレンガを用いた施工状況
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